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1 .はじめに

アメリカ合衆国は多民族多文化社会であ

り，世界各地から移民を受入ながら発展を続

けてきた。アメリカ合衆国における移民や移

民社会は地理学が対象とする現代的課題の一

つであり，日系移民に関する従来の研究動向

と研究成果については，杉浦が評価と展望を

行っている 1)。移民現象は歴史地理学におい

ても重要な研究課題であり，アメリカ合衆国

に関する理解を深めるために，また，歴史地

理学研究の発展のためにも，移民に関する今

後の研究の蓄積が期待される。

そこで本稿では，カリフオルニア州の日系

移民社会を歴史地理学的な視点から研究する

ための考察の枠組みを提示してみたい。具体

的には，第二次世界大戦前のカリフォルニア

を対象地域として，日系移民が選択・適用し

た適応戦略，そして日系移民社会とホスト社

会の相互作用の結果として形成された移民の

居住空間構造について考察する。ホスト社会

の中で移民と移民社会を研究することの意義

を論じるとともに，このような考察の枠組み

矢ケ崎典隆

を広域な地域に適用して事例研究を蓄積する

ことによって，世界各地の日系移民社会の比

較研究が可能になることを指摘したい。

II.移民社会に関する歴史地理学の研究課題

移民と移民社会を歴史地理学の視点で分析

するためには，移民の流入プロセス，移民集

団の文化，移民の適応戦略，ホスト社会の構

造，移民社会とホスト社会の関係などについ

て検討することが必要である。移民集団がホ

スト社会の中で生活基盤を確立するために，

適応戦略が選択・適用される。その適応戦略

は本国から持ちこまれた広い意味での文化を

反映したものである。移民集団とホスト社会

が相互作用した結果として，移民集団による

空間的住みわけと経済的(就業的)住みわけ

が生じるσ

移民の適応戦略とホスト社会の中に形成さ

れた移民社会は，マクロスケーノレでみれば文

化圏によって異なるし，ミクロスケールでみ

ればローカルホスト社会を反映して異なる。

図1は，異なる文化圏および異なるローカノレ

ホスト社会に形成された移民社会を模式的に

示したものである。

日系移民が流入した文化圏Aというホスト

社会と文化圏Bというホスト社会では，人種

民族構成，経済構造，文化的伝統，そして社

会構造が異なる。したがって，それぞれのホ

スト社会は日系移民に対して独自の評価を行

キーワード:カリフォルニア，日系移民，移民社会，適応戦略，居住空間構造
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図 1 日系移民社会とホスト社会

い，異なる制度的圧力(図 lにおけるPAと

PB)を日系移民に対して及ぼす。制度的圧力

とは法的差別であり，場所の知何に関わらず

移民社会がホスト社会から受ける圧力であ

る。

アメリカ合衆国では，カリフオノレニア州外

国人土地法や1924年移民法(いわゆる排日移

民法)に代表されるように，日系移民を標的

とした法的差別が行われた。ブラジルでは，

サンパウロ州のコーヒー農園所有者が政治の

実権を握っていた時代に，農園労働者(いわ

ゆるコロノ)の不足を補うために，家族を単

位とした日系移民を受け入れる特例措置が実

施された。さらに， 1934年には移民法が制定

されて， 日系移民を受け入れる時代が幕を閉

じた。このような制度的圧力は， 日系移民の

流入，経済活動，移民社会の形態に大きな影

響を及ぼした。

日系移民は，異なるホスト社会のもとで異

なる制度的圧力を受けた結果，ホスト社会と

の対立を回避し摩擦を最小限にとどめること

を目的として適応戦略を選択・適用し，ホス

ト社会の中のある空間を占拠し，経済的基盤

を築くよう努めた。その結果として，文化圏

Aのホスト社会と文化圏Bのホスト社会には，

日系移民が同時代の日本から同ーの文化を導

入したという事実にもかかわらず，それぞれ

のホスト社会に形成された日系社会(すなわ

ち，図 lのA]CとBJC)は異なる特徴をも

ち，異なる展開をみせることになった。

一例を示してみよう。アメリカ合衆国カリ

フオノレニア州とブラジノレのサンパウロ州に



は，第二次世界大戦前に多数の日系移民が流

入し，集約的農業を基盤とした日系移民社会

が形成された。戦前のカリフオノレニアでは，

日本人移民が設立・運営した日系農業協同組

合が， 日系農業地域において経済的にも社会

的・文化的にも重要な役割を演じた2)。日系

農業協同組合は日系移民が採用した適応戦略

の一つであった。しかし，第二次世界大戦中

の強制収容を経て，戦後， 日系農業協同組合

のほとんどが消滅し，農業に復帰した日系農

業生産者は白人系の農業協同組合に吸収され

た。

第三次世界大戦前のサンパウロでは，コー

ヒー農園における契約農業労働の時代を経

て，日系移民は奥地に農地を獲得して集団的

な入植事業を展開したし，サンパウロ市の近

郊で集約的野菜栽培に従事するようになっ

た。奥地開発においても大都市近郊において

も，共同購入や共同出荷などの経済的目的の

ために，またH系社会の維持のために， 日系

農業協同組合が設立・運営され，日系社会の

展開において重要な役割を演じた。第二次世

界大戦後も日系農業協同組合は存続したが，

コチア産業組合のような有力な組織には非日

系人も多数加入して大規模化し，ブラジルの

農業発展に重要な役割を果たした。つまり，

戦前のエスニックな農業協同組合はブラジル

的組織へと変化し，発展したわけである。

以上のように， 日系移民の流入にともなっ

てカリフオノレニアとサンパウロに農業協同組

合の伝統が導入され，適応戦略として採用さ

れ，移民農業の形成に大きく寄与したが，両

地域における展開は大きく異なっていたこと

が注目される3)。これは， 日系移民と農業協

同組合思想、を受け入れたホスト社会の構造の

差異に起因すると考えられる。きわめて大雑

把な言い方をすれば，北西ヨーロッパの小農

民の伝統を受け継いだアメリカ合衆国と，イ

ベリア半島の粗放的牧畜の伝統を受け継いだ

ブラジルの差異によると議論できる。

ブラジル北東部では， 16世紀に入って，大

西洋岸では砂糖プランテーションが，内陸部

では粗放的牧畜業が始まった。どちらの経済

形態も，イベリア半島から導入された大土地

所有制を基盤としており，セズ、マリア制と呼

ばれた土地賦与制度は大土地所有制と開発を

促進するための手段であった。大土地所有者

を頂点とし，アフリカ系奴隷を最下層とする

明確な社会経済階層が形成された4)。砂糖

ブームが去ると経済の中心は北東部から南方

へと移行したが，北東部で誕生した社会と経

済のしくみは変化しなかった。このような枠

組みにおいて，家族農場の伝統は形成されな

かったし，野菜や果物を小規模集約的に栽培

する経済活動は発展しなかった。 20世紀に

入ってサンパウロに流入した日系移民は，小

規模農場における野菜・果物の集約的栽培に

いわゆるニッチを見つけ，ブラジル人と競合

することなく経済的基盤を築くことができ

た。そのために採用された適応戦略である日

系農業協同組合は，プランテーシヨンと粗放

的牧畜が支配的であったブラジノレで、は未発達

の方式で、あったため，戦後の農業発展におい

て日系人は中心的な役割を演じることが可能

であった。

一方，アメリカ合衆国には，イギリスやド

イツをはじめとする北西ヨーロッパの小農民

の伝統が導入された。アメリカ農業の原型と

なったのは，植民地時代に中部植民地

(ニューヨーク，ペンシノレヴェニア，ニュー

ジャージー，デラウェア)に確立した農業様

式であり，それは孤立した農場で家族労働力

に依存して行われた自給的混合農業であっ

た。独立後の農業政策は，民主主義社会の基

盤は独立自営農民であるという認識のもと

で，ホームステッド法の施行に象徴されるよ

うに，小規模家族農場の振興であった。大西

洋岸の南部植民地やアメリカ南部には奴隷制

に基づいたプランテーション経済が形成され

たが，それは南北戦争の終結を契機として衰

行
、

u



退した。

小規模家族農場から構成される農業地域で

は，農業協同組合が組織された。穀物地帯で

はカントリーエレベーター(穀物倉庫)が農

業協同組合によって設立・運営されたし，カ

リフオルニアの園芸農業地帯では，作物別に

組織された農業協同組合が，大消費市場から

遠隔であるという立地を克服するために合理

的な共同出荷を実現する原動力となった。す

なわち，北西ヨーロッパ的な小農民の伝統を

受け継ぐアメリカ合衆国では，農業形態にお

いても農業協同組合の組織においても，アメ

リカ人と日系移民は競合せざるを得なかっ

た。第三次世界大戦前の日系移民は，アメリ

カ人が組織した農業協同組合への加入を拒否

されるという社会環境のもとで，自己防衛を

目的として日系農業協同組合を組織した。し

かし，第二次世界大戦後，アメリカ社会が人

種民族の多様性に寛容になると，エスニック

農業協同組合の存在理由が薄れた。このよう

なホスト社会の変化が，カリフオノレニアにお

ける日系農業協同組合の衰退をもたらす要因

となったわけである o

以上のように，マクロスケールでみると，

同ーの移民集団が形成する移民社会の特徴

は，ホスト社会の文化圏によって異なる O こ

のため，移民社会をホスト社会という文化圏

の枠組みの中で検討することが重要となる。

このような考察の枠組みに基づいて， 日系移

民社会の詳細な比較研究を実施することは歴

史地理学の重要な課題である。

一方，同じ文化圏のホスト社会であって

も，ローカルホスト社会は地域ごとに社会的

経済的条件や人種民族構成の点で異なるた

め，ミクロスケールの地域差を反映して，日

系移民が採用した適応戦略と形成された移民

社会は異なった。図 1において，文化圏Aに

形成された 3つの日系社会 (AJC1， AJC 

2， AJC 3) は，ホスト社会からの制度的圧

力 (PA)を共通して受けると同時に，ローカ
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ノレホスト社会(ALH 1， ALH 2， ALH 3 ) 

から非制度的圧力(ALP 1， ALP 2， ALP 

3 )を受けた。異なる人種民族から構成され，

異なる社会的経済的条件を備えたローカノレホ

スト社会は，日系移民に対して異なる非制度

的圧力を及ぼした。非制度的圧力とは感情や

ステレオタイプに基づいた差別や偏見であ

る。そうした非制度的圧力は，黄禍論のよう

な社会現象となって日系移民社会に襲いかか

るとともに， ミクロスケーノレにおいて地f或イ主

民の経済的利害と複雑に絡み合いながら展開

した。そのようなローカルホスト社会におい

て空間的ニッチと経済的ニッチを確保するた

めに，日系移民は適応戦略を適用し，移民社

会を形成した。農業地帯に形成された日系移

民社会と大都市に形成された日系移民社会に

は，類似点と共に相違点も少なくなかった。

同じ大都市でも，たとえばサンフランシスコ

とロサンゼルスではローカノレホスト社会は異

なった特徴を持っていた。農業地域について

も同様であった。ローカノレホスト社会の地域

的枠組みにおいて展開した移民社会を考察す

ることは，歴史地理学にとって重要な研究課

題であり，本稿で詳しく検討することにな

る。

以上のような研究課題のほかに，歴史地理

学における三つの研究課題をあげておきた

い。一つは移民集団の比較研究である。同一

のローカノレホスト社会に流入した複数の移民

集団は異なる文化的伝統を本国から導入する

とともに，ローカルホスト社会はそれぞれの

移民集団に対して異なる評価を行った。この

ため，採用された適応戦略と形成された移民

社会は移民集団によって異なっていた。私は

カリフオルニアのサンホアキンバレー北部に

流入した日本人，スウェーデン人，ポルトガ

ル人について予察的考察を行った結果，それ

ぞれの移民集団は就業構造，年齢構成，民族

組織において明かに異なっていたことが明ら

かになった5)。同ーのローカノレホスト社会に



おける異なる移民集団の比較研究は，重要な

歴史地理学的課題である。

移民社会に関する歴史地理学のもう一つの

重要な研究課題として，経済的(就業的)住

みわけと就業の占居系列があげられる。都市

における移民・民族集団の住みわけには従来

から地理学的な関心が払われてきた。歴史地

理学の観点では，異なる移民集団が都市内部

の同じ空間を異なる時代に占拠するという展

開について，占居系列 (sequentoccupance) 

の概念が用いられて検討された。この研究法

については，菊地が『歴史地理学方法論』の

中で歴史地理学の一つの方法として紹介して

いる6)。一方，ある移民集団が特定の業種に

集中的に就業する現象がみられると同時に，

同じ業種が異なる時代に異なる移民集団に

よって占拠されることも経験的に理解され

る。占居系列の概念を移民の就業構造に適用

し，経済的ニッチの変遷を検討することに

よって，移民社会を歴史地理学の観点から明

らかにすることが可能であると私は考えてい

る。このような研究の枠組みの重要性につい

て私は別稿を準備中である。

ill.移民の適応戦略と居住空間の分析法

移民の適応戦略は，ホスト社会の中で居住

空間を確保し，仕事を探して生計を立てて行

くための方法である。すなわち，ホスト社会

の居住空間に存在する隙間と経済に存在する

隙聞をみつけて，ホスト社会との摩擦を最小

限に抑えながら，そこに入り込むためのメカ

ニズムである。図 2に示されるように，ロー

カルホスト社会において日系移民社会が採用

する適応戦略は，就業構造，居住形態，民族

組織に分類して検討することができる。

日系移民が経済活動を行う際に， ローカノレ

ホスト社会を構成する人々との競合を避ける

ために，民族集団型業種とホスト社会型業種

が選択された。民族集団型業種は，日系移民

をおもな顧客としてサービスを提供する業種

であり， 日本食堂，ホテノレ・アパート，食料

品雑貨屈などの経営が典型的であった。一

方，ホスト社会型業種は，ホスト社会の構成

員をおもな顧客とする業種で，野菜・花存栽

-一一一-一一-一-舎 一一一一-一一-一F 一一- 一一一一一-一一一-一一骨一-

移民社会

一一一ーー寸ごー『ーー一

て了非制度的圧力 ...  適応戦略

図2 ローカルホスト社会と移民社会
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培，洗濯屋，庭師，青果物庄など，多様な経

済活動がみられた。民族集団型業種とホスト

社会型業種の種類や事業所数・就業者数は，

日系移民社会とホスト社会の規模や構成を反

映して地域によって多様であった。特定の業

種に日系移民が集中的に就業した結果，民族

産業あるいはエスニックビジネスと呼ぶこと

ができるような業種も出現した。

移民の適応戦略としての居住形態は地域に

よって異なっていた。大都市の場合，ロサン

ゼルスのリトノレ東京にみられるようなエス

ニックタウンが形成され， 日系移民社会の求

心的役割を果たした。エスニックタウンの形

態と機能について，また形成と変化のプロセ

スについて検討することは重要である。農村

地域においては，分散型の居住形態や集中型

の居住形態が展開した。そうした居住形態の

特徴を，ローカルホスト社会への適応戦略と

して理解し検討することが重要である。

さらに，日系移民はさまざまな民族組織を

設立・運営した。それらは，ホスト社会の中

で日系移民の利益を守るための自己防衛機能

を持つものであったり，また， 日本的な社会

と文化を維持し，日常生活を円滑に行うため

に組織された。日本人会， 日系農業協同組

合， 日本語学校，頼母子講など， 日系移民社

会には多様な民族組織が存在した。このよう

な民族組織の分布，形成過程，機能，そして

変化を検討することが重要である。

以上のような適応戦略は， ローカノレホスト

社会の構造と圧力を反映しながら展開した。

ローカノレホスト社会の人種民族構成は， 日系

移民に対する排日感情の強度と密接に結びつ

いていた。アイルランド系の都市労働者や農

業労働者のように，社会経済階層の低い集団

は労働市場において日系移民と競合したた

め，彼らの聞に排日感情は強かった。日系小

作農に依存する地主が多い農業地域では，日

系農民に対する評価は高かった。一方， 20世

紀はじめのロサンゼ、ルスのように，経済が急

成長していた地域では，日系移民はローカル

ホスト社会の中で経済の隙聞を見つける可能

↑生が高かったが，サンフランシスコのように

ゴールドラッシュ期からの長い歴史をもっ都

市では，新着の日系移民がすでに確立した

ローカノレホスト社会の中で経済基盤を確立す

ることは容易ではなかった。

以上のように，移民の適応戦略としての就

業構造，居住形態，民族組織がローカノレホス

ト社会とどのように相互作用したのか，そし

て，その結果として形成された移民社会の特

徴について検討する。このために，移民社会

の居住空間構造は，結節点・領域・境界に

よって構成されるものとして分析する。結節

点は日系組織が集積した地区であり，日系移

民社会の求心的存在である O 領域はH系移民

の居住と経済活動が展開する範囲である。境

界は日系移民社会の領域とホスト社会との境

界であり，明瞭で、あったり不明瞭であたりす

る。このような移民社会の居住空間構造はモ

デル化することができる。

IV.カリフォルニアの日系移民と移民社会

(1)日系移民の流入と移民社会の形成

カリフオノレニアには， 19世紀末から日系移

民の流入にともなって各地に日系移民社会が

形成された。国勢調査によると，アメリカ合

衆国在住の日本人は， 1880年には148人，

1890年には2，039人で， 1900年には約 2万3

千人(そのうちカリフオノレニア在住が l万人)

であった。初期の日本人は若い独身の男性

で，集約的農業が発展しつつあったカリフォ

ノレニアの農業地域で季節移動労働に従事する

者が多かった。 1900年頃までには，日系移民

はカリフオノレニア北部と中部のすべての主要

な農業地域で農業労働に従事していた。 1906

年以降は，南カリフオノレニアの経済発展にと

もなって，各地の農業地域で重要な労働力と

なった。 19世紀末までカリフオルニアの農業

労働力の中心となったのは中国人であった
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が， 1882年中国人排斥法の影響を受けて，中

国人の農業労働者は徐々に減少した。このよ

うにして形成された農業労働力の需要を満た

したのが， 19世紀末から増加した日系移民で

あった。カリフオノレニアの農業労働力の中心

は中国人から日本人に移行した。

1900年代に入って急増した日本人に対し

て，カリフォルニアではまもなく排日感情が

増大した。 1906年にサンフランシスで公立学

校における日系学童の隔離政策が契機とな

り， 1907/08年日米紳士協約によって日本人

のアメリカ入国が規制されるようになった。

さらに， 1924年移民法によって，帰化不能外

国人(すなわち日本人)の入国禁止措置が実

施された。こうして， 日本人のおもな移民先

はアメリカ合衆国からブラジルへと移行する

ことになった。 1930年までにはアメリカ合衆

国の日本人は14万人を数えたが，そのうちの

9万7千人がカリフォルニア在住で、あった。

このころ，外国生まれのH本人移民とアメリ

カ生まれの日系二世がほぼ同数となり，その

後，アメリカ生まれの日系人口が増加するこ

とになった。

サンフランシスコ市とサンフランシスコ湾

岸地域は初期の日系移民社会の中心地であ

り， 1910年におけるカリフオルニアの日系人

口の35%がこの地域に集中していた。セント

ラルバレー中心部に位置するサクラメント・

サンホアキン・テ、ルタ地域にも日系人口が多

かった。その後の20年間にセントラノレバレー

と南カリフオノレニアで日系人口が増加し， 日

系人口の重心は南下した。 1940年には，カリ

フォルニアの日系人口の半数以上が南カリ

フオルニアに存在し，一方，サンフランシス

コ湾岸地域の日系人口は18%であった。

カリフォルニアの日系人にとって農業は中

心的な経済活動であった7)。契約農業労働か

ら始まって， 日系移民は農業階梯を上昇し，

分益小作や現金借地による農場経営を経て，

自己所有地で自立農業経営を営む人々も増加
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した。日系農民は典型的には小規模な集約的

農業経営を営んだ。低湿地や乾燥地域などの

条件の悪い土地の開墾に従事したり，大都市

近郊で野菜や花井の栽培に従事した。図 3に

示されるように， 日系移民農業はカリフオノレ

ニアの主要な農業地域に展開していた。

ロサンゼ、ノレスでは，近郊で集約的な農業経

営を営むと同時に，青果物市場において卸売

業に従事したし，野菜や果物の小売業におい

て圧倒的な占有率を有した。第三次世界大戦

前に，南カリフォルニアに展開した青果物の

生産と流通において日系移民が垂直的支配構

造を達成していたことはすでに明らかになっ

ている針。

19世紀末から日米戦争の勃発までのカリ

フォルニアでは，全体的にみると人口増加と

経済発展が進行したが，諸条件は地域によっ

て著しく異なっていた。都市と農村部，北部

カリフオノレニアと南部カリフオルニア，沿岸

部と内陸部，そしてセントラノレバレーでも地

域ごとに条件が異なっていた。異なるローカ

ノレホスト社会の特徴を反映して， 日系社会に

も地域差がみられた。前章で示した分析法に

基づいて，サンホアキンバレー北部における

日系移民の入植と移民社会について検討して

みたい。

(2)サンホアキンバレー北部の日系移民社
メ'>-= 

サンホアキンバレー北部は半乾燥地域であ

り， 20世紀初頭に濯概農業の時代が訪れるま

では経済発展の遅れた地域で、あった。ゴーノレ

ドラッシュを契機に， 1850年代から1860年代

にかけて大規模所有地で粗放的牧畜業が営ま

れた。川沿いの湿地はミアズ、マの発生する非

健康地であるという認識が一般的であっ

た9) 1870年代からは大規模所有地でイギリ

ス向けの小麦栽培が進展した。 1870年代以

降，鉄道の建設が進み，輸送体系が徐々に整

備された。
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図 3 第二次世界大戦前におけるカリフオルニアの日系農業地域

集約的農業の発展には濯瓶事業が不可欠で

あったが，河畔権と優先権というこつの異

なった水利権の伝統が並存して対立する混乱

期が1880年代末まで続いた。この問題を解決

し，組織的な濯瓶事業を促進する基盤となっ

たのは， 1887年に成立したカリフォルニア州

濯瓶地区法で、あった。この州法に基づいて各

地に謹概地区が組織された。とくにサンホア

キンバレー北部では，ターラック濯概地区と

モデスト謹瓶地区が組織され，水源の確保と

濯瓶水路の建設にむけての事業が始まった

(図 4)。実際には，この州、法の合憲性を問う

訴訟を経験したり，債権の発行による事業資

金の入手に困難を極めたり，また，ダムと水

路の建設に時間と資本を費やしたため，濯j既

地区内の圃場に濯瓶用水が供給されるように

なるまでには15年の歳月が必要で、あった。半
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乾燥のカリフォルニアにおいて，濯瓶事業の

進展は農業地域のダイナミックな変化を引き

起こす要因となった10)。

濯j既用水が利用できるようになると，大規

模な小麦農場が40エーカー(l6ha)程度の小

規模農地に分割され，販売された。この地域

には，日系移民ばかりでなく，スウェーデン

人，アゾレス諸島出身のポノレトガノレ人をはじ

めとして，さまざまな人々が流入して多民族

多文化社会が形成された。州政府の計画・経

営によるデノレハイ州立植民事業も建設され

た。酪農業を営んだり，メロン，ブドウ，モ

モなどの果物などを栽培する小規模農場が増

加した。この地域はカリフオ/レニアの濯瓶フ

ロンティアを検討するためには好適な事例地

域である 11)。

図4に示されたサンホアキンバレー北部に
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図4 カリフオルニア州サンホアキンバレー北部の概要 (1920年代)

おいて，モデストからマセドにかけての地域

には，自然発生的入植地と計画植民地という

二つのタイプの日系移民社会が形成された。

リビングストンの束郊には， 日系計画植民地

として有名なヤマトコロニーが1906年に建設

された。これは，サンフランシスコ在住の実

業家として知られた安孫子久太郎が，日系移

民によるキリスト教徒の入植地を建設するこ

とを目的として土地を買収し，小区画に分割

して日系移民に売却した事業であった12)。一

方，ヤマトコロニーの北西に位置するター

ラックからモデストにかけての地域では，

1907年から日系移民が個人的に流入して自然

発生的に入植が進展した。メロンブームにと

もなって，日系移民は借地によるキャンタ

ロープメロンの栽培に成功した13)。二つの日

系移民社会は，距離的に近接しているにもか

かわらず，異なる世界であった。

計画植民地であるヤマトコロニーに関し

て，就業構造，居住形態，民族組織という適

応戦略， ローカノレホスト社会との関係，そし

て，結節点・領域・境界から構成される居住

空間構造を要約したのが図 5である山。安孫

子久太郎によって地元の地主から計画的に土

地が買収されたため，領域は限定的であり，

周囲のホスト社会とは明確な境界によって接

していた。入植した日系移民は，小区画の土

地を購入し，自己所有地でブドウやモモ・ア

プリコットなどの果樹栽培に従事した。植民

地内にはヤマトコロニー会，コミュニティ

ホーノレ，そして日系キリスト教会が組織さ

れ，それらが日系移民社会の結節点の機能を

果たした。

ヤマトコロニーの南西に隣接するリビング

ストンは，この地域の経済の中心地であっ

た。ここには日系の農業協同組合が事務所を

置いて農産物の共同出荷にあたった。また，

地元の農産物取扱会社は日系移民が生産する

農産物を取り扱うことで利益を得たし，自営

業者にとって日系移民は重要な顧客であっ
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図5 計画植民地ヤマトコロニーの構成

た。日系移民は，農業以外の自営業を営まな

いという自己規制を行うことによって，ロー

カノレホスト社会との摩擦を回避した。ヤマト

コロニーの日系移民には高学歴のキリスト教

徒が多かったことも幸いした。こうして，排

日運動は限定されており，日系移民社会と

ローカルホスト社会の聞には友好的共存関係

が維持された。

一方，ターラック・モデスト地区において

は，自然発生的に日系移民社会が形成され

た。図 6は，就業構造，居住形態，民族組織

という適応戦略，ローカルホスト社会との関

係，そして，結節点・領域・境界から構成さ

れる居住空間構造を要約したものである問。

ここでは，アメリカ人地主から農地を短期間

の契約で借地し，キヤンタロープなどのメロ

ン栽培を行うのが典型的な農業形態であっ

た。日系農業労働者も季節的にこの地域に滞

在した。日系移民社会の領域では，日系移民

とアメリカ人や他の移民集団の耕作地が混在

したし，日系移民の耕作地は固定的ではな

かった。日系移民社会の境界は不明瞭であり

流動的であった。領域内の都市部には，日本

人ホールや日本人会をはじめとする各種の民

族組織が集積し， 日系移民社会の結節点が形

成された。民族集団型およびホスト社会型の

スモールビジネスを経営する日系移民もい

た。

このような日系移民社会は， ローカノレホス

ト社会と共存関係を維持すると同時に，強い
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ターラック・モデスト地域における自然発生的居住空間の構成

間構造をモデル化したのが図 7である刷。結

節点の位置と機能と構成，領域の範囲と構

成，境界の位置と明瞭度の点で，三つのタイ

プの日系移民杜会は異なっていた。さらに，

この三つの日系移民社会に関して，第二次世

界大戦前から戦後への日系社会の持続性の観

点においても異なる特徴がみられた。土地所

有を基盤にした計画植民地は日系社会の持続

性が高かったが，借地を基盤とした自然発生

的入植地は流動的であり，したがって持続性

が低かった17)。

農業地域に形成された日系移民社会の適応

戦略と居住空間構造を明らかにするために

は，他の農業地域の事例についても同様の分
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図6

排日運動の対象ともなった。ローカノレホスト

社会の自営業者は日系移民の自営業者と競合

することが少なくなかった。また， ローカノレ

ホスト社会の農業労働者にとって，低賃金で

働く日系農業労働者は彼らの生活基盤を脅か

す存在であった。一方，地主や農産物取扱業

者にとっては，狭い農地から高収益をあげる

日系農業生産者はローカルホスト社会の経済

を支える重要な存在であった。このように，

日系移民に対するローカルホスト社会の評価

は複雑であった。

ヤマトコロニーとターラック・モデスト地

区という二つの日系移民社会の事例に基づい

自然発生的入植地と計画植民地の居住空て，
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図7 サンホアキンバレー北部における日系移民社会の居住空間構造

析を行う必要がある。サクラメント・サンホ

アキン・テ、ルタ地域では，日系移民が低湿地

の干拓事業に雇用され，さらにアスパラガス

栽培などの小作農として農業に従事した。そ

うした日系移民農業の概要はすでに検討した

が18) 本稿で提示した分析法に基づいて移民

の適応戦略と居住空間構造を再検討する必要

がある。フレズノ地域やインペリアルバレー

については杉浦の研究があるが19) 同様の分

析法を用いて再検討することによって，他地

域との比較が可能になる。

(3)大都市におけるローカノレホスト社会と

日系社会

前節では農業地域に形成された日系移民社

会について検討したが，大都市におけるロー

カルホスト社会と日系移民社会について，同

様の分析法によって事例研究を蓄積する必要

がある。

サンフランシスコはゴールドラッシュを契

機に発展した都市であった。日系移民は遅れ

て到着した移民集団であり，彼らが流入した

時点で，社会・経済の基盤が形成されてい

た。私は，以前に花市場を建設して花弁産業

に重要な役割を演じた日本人移民社会につい

て報告した20)。しかし，杉浦も指摘している

ように，サンフランシスコのH系移民社会に

関しては研究の蓄積が少ない21)。サンフラン

シスコには， 日系人会， 日系新聞， 日系銀行

をはじめとして，さまざまな日系民族組織が

形成され，カリフオノレニアの日系移民社会に

おいて中心的存在であった。

一方，ロサンゼルスは20世紀に入って急速

な経済発展と人口増加を経験した。 19世紀後

半にロサンゼノレスを中心とする南カリフオル

ニアに流入した人々は，病気の治療や健康の

回復を目的として，すなわち健康ユートピア

としての南カリフオルニアに流入した22) 19 

世紀末から経済ブームがおきる中で，日本人

移民もこの地域に引き付けられた。拡大する

経済を背景に，日本人移民が野菜・果物・花

や植木の生産と流通において重要な役割を演
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じたことはすでに論じられた23)。ロサンゼル

スのリトル東京については，杉浦をはじめと

して研究が存在する24)。

サンフランシスコにしてもロサンゼノレスに

しても， 日系移民社会に関する研究は断片的

であり，ローカノレホスト社会と日系移民社会

の全体像を明らかにするまでにはいたってい

ない。本稿で提示した分析法を用いて，サン

フランシスコとロサンゼノレスの日系移民社会

とローカノレホスト杜会を再検討することは今

後の課題である。

V.まとめ

本稿の目的は，日系移民社会を歴史地理学

の視点から検討するための研究課題と考察の

枠組みを提示することであった。 3つの研究

課題として，移民社会をホスト社会の地域的

枠組みで検討する研究，同ーのホスト社会に

おける移民集団の比較研究，そして経済的住

みわけと就業の占居系列に関する研究につい

て指摘した。移民社会をホスト社会の地域的

枠組みで検討する研究については，具体的な

分析法を提示することができたが，他の二つ

の研究課題については今後の検討が期待され

る。

移民社会は，マクロスケーノレでみれば文化

圏というホスト社会の枠組みで考察すること

が重要であるとともに， ミクロスケー/レでみ

ればローカルホスト社会の地域的枠組みで考

察することが重要である。ローカノレホスト社

会において日系移民社会が採用する適応戦略

は，就業構造，居住形態，民族組織に分類し

て検討することができる。移民社会とホスト

社会の相互作用の結果として，移民社会には

独特の居住空間構造が形成される。このよう

な居住空間構造を検討するために，結節点，

領域，境界に着目した分析法を提示すること

ができた。具体例としてとりあげられたの

は，第二次世界大戦前にカリフオノレニアに形

成された日系移民社会であり，とくに，サン
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ホアキンバレー北部に展開した計画植民地の

ヤマトコロニーと自然発生的入植地のター

ラック・モデスト地区であった。その他の農

業地域に形成された日系移民社会について，

また，サンフランシスコやロサンゼ、ルスとい

う大都市に形成された日系移民社会について

は，本稿で提示した分析法を用いた事例研究

を蓄積する必要がある。

移民社会をホスト社会の地域的枠組みの中

で検討することは重要な歴史地理学的課題で

ある。移民の適応戦略と居住空間構造に着目

し， ミクロスケーノレで移民社会とホスト社会

を分析する研究事例を蓄積する作業を通じ

て，日系移民社会の特徴を解明できるととも

に，ホスト社会の特徴を明らかにすることも

できる。さらに，マクロスケーノレで日系移民

社会を比較研究するための基礎資料を提供す

ることができる。
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Adaptive Strategies and Ethnic Spatial Organization of 
Japanese Immigrant Communities in California 

Y AGASAKI Noritaka 

Three research themes are recognized on the historical geography of overseas 
Japanese communities: (1) an analysis of immigrant communities in the context of host 
society， (2) comparative study of immigrant groups， and (3) economic segregation and 
occupational sequent occupance. The first theme was explored in this article with 
special reference to Japanese immigrant communities in California prior to World War 
II. Immigrant groups differed from one place to another depending on the culture area 
on a macro-scale， while the local host society determined the way immigrant community 
was organized on a micro-scale. J apanese immigrants adopted and applied specific 
adaptive strategies in the form of occupational structure， residential forms， and ethnic 
organizations. The interaction of immigrant community and local host society brought 
about ethnic spatial organization in each locality. Node， domain， and boundary constituted 
such ethnic spatial organization. This method of analysis was applied to the J apanese 
immigrant communities in northern San Joaquin Valley where planned colonies and 
spontaneous settlements reflected different adaptive strategies and ethnic spatial 
organization. By applying this methodology other J apanese immigrant communities in 
urban and rural areas may be better understood while providing the basis for 
comparative studies on overseas Japanese communities. 

Key words: California， J apanese immigrant， immigrant community， adaptive strategy， 
ethnic spatial organization 
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